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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

 本研究では、共有結合性有機構造体（COF）の炭化が新規な多孔性炭素の合成法になることを

提案している。またその過程で起きる炭化プロセスの理解が、多孔性炭素の構造制御や高機能化に

重要であることを示している。本研究で得られた成果は、新規多孔性炭素材料やエネルギーデバイ

スの飛躍的な性能向上に貢献する。これらの成果は、化学システム工学上重要な知見を得たものと

して価値ある業績と認められる。よって、本論文は博士（工学）の学位論文に値するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 


